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福島大学におけるニホンジカ遺伝学研究の展開 

〜論文発表から普及啓発、一般向け書籍の出版へ〜 

 

近年、福島大学共生システム理工学類の兼子伸吾教授は、DNA 解析によりニホンジカの

由来や移動の歴史を明らかにする研究を進めてきました。南会津町から寄せられた「この地

域のシカはどこから来たのか」という問いをきっかけに、研究対象は奈良、茨城、沖縄やんば

る地域、マゲシカ、海外のニホンジカへと広がっています。 

一連の研究成果は、国内外の学術誌で発表されるだけでなく、報道、講演、普及啓発活動

にもつながってきました。さらに、これらの成果を一般の読者にもわかりやすく伝えるため、一

般向け書籍としてこの度発表されました。 

 

 

図 1．ニホンジカの遺伝学的研究に関する福島大学からのプレスリリース 

 

１） ニホンジカ遺伝学研究の広がりと評価 

兼子教授らは、DNA 解析を用いてニホンジカの由来や移動の歴史を明らかにする研究を

進めてきました。研究は、南会津町から寄せられた「この地域のシカはどこから来たのか」と

いう問いをきっかけに始まり、その後、奈良のシカ、茨城県のシカ、沖縄県やんばる地域で確

認されたシカ、マゲシカ、海外のニホンジカへと対象を広げています。 

特に奈良のシカに関する研究は大きな反響を呼びました。奈良公園周辺のシカが遺伝的

に独自性を持つことを示した論文は、米国哺乳類学会誌の中でも高い注目を集めた論文とな

っています。また、奈良のシカの遺伝的現状に関する論文は、保全科学分野の国際誌で多く

読まれた論文として選定されています。 

これらの評価は、地域の課題から始まった研究が、国内外の学術的貢献に資する大きな

研究に成長したことを示しています。 
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２） シカ研究における普及啓発の重要性 

 ニホンジカは身近な動物である一方、農林業被害、生物多様性への影響、都市部への出

没、交通事故など、現代社会の重要な課題とも深く関わっています。そのため、シカについて

の正確な知識を、研究者だけでなく、行政関係者、教育関係者、地域住民などに広く伝えるこ

とが重要です。 

一連の研究成果は、これまでに国内外で 10 件以上のプレスリリースや多数の報道を通じ

て紹介されてきました。また、町議会での勉強会、講演会、普及啓発資料の作成、SNS での

発信などを通じて、専門的な成果を社会にわかりやすく届ける活動も進めています。 

一方で、個別の論文や報道だけでは、シカをめぐる問題の全体像を十分に伝えることは容

易ではありません。そこで、研究成果をより体系的に社会へ還元する新たな取り組みが求め

られてきました。 

 

 

図 2．これまでに作成した普及啓発資料の例とＳＮＳでの発信の様子 

 

３） 一般向け書籍の出版 

 これまでの研究発表や講演の中で、「シカについてまとま

って学べる本はないのか」という声が寄せられるようになりま

した。しかし、DNA 解析によって明らかになったシカの由来

や移動の歴史、地域ごとの特徴などは最新の成果ですし、

一般の読者にもわかりやすく整理した書籍は、残念ながらほ

とんどありません。 

そこで、これまでの研究成果と最新の知見をまとめた一般

向け書籍の出版することとなりました。この本では、シカとい

う身近な動物を入口に、DNA 解析からわかる生き物の歴

史、人間活動による移動、野生動物管理の課題などを、親し

みやすい文章で紹介しています。 
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そして、今回の書籍出版は、福島大学で進めてきたニホンジカ研究と社会還元の集大成で

あるとともに、今後さらに広がるシカ研究の新たな出発点となっています。 

 

◎ 共生システム理工学類 兼子伸吾 教授のコメント 

 一連のシカに関する研究は、南会津町から

寄せられた「この地域のシカはどこから来たの

か」という地域の問いをきっかけに始まりまし

た。その後、多くの共同研究者や関係機関の

協力を得ながら、奈良のシカ、茨城県のシカ、

沖縄県やんばる地域で確認されたシカ、海外

のニホンジカへと研究対象を広げてきました。 

これらの研究を通じて、ニホンジカの由来や移動の歴史について、たくさんの重要な知見を

得ることができました。また、論文発表だけでなく、報道、講演、普及啓発資料の作成、SNS

での発信などを通じて、研究成果を社会に伝える機会にも恵まれました。 

地域課題から始まった研究が、学術的な進展と社会への発信の両方につながったことを

大変うれしく思っています。今後も、シカをめぐる課題に向き合いながら、研究と普及啓発に

取り組んでいきたいと考えています。 

 

 

◎連絡先 

 

（研究に関するお問い合わせ先） 

共生システム理工学類 教授 

兼子伸吾  

メール: skane@sss.fukushima-u.ac.jp 

（広報に関するお問い合わせ先） 

総務課 広報・渉外室 

電話： 024-548-5190 

メール： kouho@adb.fukushima-u.ac.jp 
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共生システム理工学類 兼子伸吾



意外かもしれませんが、、、ニホンジカの遺伝的研究が多数

1

これまでに国内外10件以上のリリースと多数の報道

これらの研究成果のインパクトと最新の動きを紹介

✓ 南会津のシカの由来

✓ 性染色体の遺伝解析（雄の由来）

✓ 茨城のシカの由来

✓ 奈良のシカの起源

✓ 奈良のシカの現状

✓ ルリセンチコガネの起源

✓ 謎の鹿マゲシカの正体

✓ やんばるのシカの由来
✓ Genetic Insights and Conservation 

Challenges of Nara's Sacred Deer



はじまりは南会津町からの依頼：南会津のシカはどこから？

2

遺伝解析でわかった意外な由来

町議会での勉強会なども



奈良のシカ研究：起源、遺伝的現状、ルリセンチコガネ

3



奈良のシカ関連研究：国内外で大きな話題に

4

Altmetricスコアは米国哺乳類学会誌の歴代6位



奈良のシカ研究：国際誌に数多く読まれた論文に

5

保全科学分野の国際誌におけるTop viewed articleに選定
(2025年度の上位10％）



その後、研究対象は広範囲に拡大中

6

やんばるのシカ、マゲシカ、フランス、イタリア



これまでの研究についての記事がベストアクセス賞

7

研究者以外の関心も高い



シカがどんどん身近な話題・問題に

8

農林業被害、生物多様性の変化、都市への出没、
交通事故など、実務者が持つべき知識に



シカの研究は社会に知られることがとても重要

9

報道、講演、普及啓発資料の作成やSNSの活用



個別の論文発表や資料の限界

10

✓ 各種の情報発信はとても好評

✓ ただ、それでも情報量は足りない

✓ やっぱり全体像の理解が必要

「こういうお話がまとまった本はないですか？」

「なかなか無いんですよ。出たばかりの成果ですし」



というわけで、これまでの成果やシカ研究をまとめました

11

✓ 基本から最新研究まで

✓ 多くの人が気になる話を

✓ 親しみやすい文章で

これまでの研究と社会還元の

集大成



最後に：シカ研究はまだまだ続きます。

✓ 東北、北関東の分布拡大

✓ 人為的なシカの移動

✓ 海外のニホンジカ

✓ 奈良のシカ関連

引き続き頑張っていきます！


	01-02_福島大学におけるニホンジカ遺伝学研究の展開〜論文発表から普及啓発、一般向け書籍の出版へ〜.pdf
	スライド 0: 福島大学におけるニホンジカ遺伝学研究の展開 〜論文発表から普及啓発、一般向け書籍の出版へ〜
	スライド 1: 意外かもしれませんが、、、ニホンジカの遺伝的研究が多数
	スライド 2: はじまりは南会津町からの依頼：南会津のシカはどこから？
	スライド 3: 奈良のシカ研究：起源、遺伝的現状、ルリセンチコガネ
	スライド 4: 奈良のシカ関連研究：国内外で大きな話題に
	スライド 5: 奈良のシカ研究：国際誌に数多く読まれた論文に
	スライド 6: その後、研究対象は広範囲に拡大中
	スライド 7: これまでの研究についての記事がベストアクセス賞
	スライド 8: シカがどんどん身近な話題・問題に
	スライド 9: シカの研究は社会に知られることがとても重要
	スライド 10: 個別の論文発表や資料の限界
	スライド 11: というわけで、これまでの成果やシカ研究をまとめました
	スライド 12: 最後に：シカ研究はまだまだ続きます。


